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社協だよりは、福祉推進委員、民生児童委員、自治会等の協力を得て配布しています。
赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

社協とは・・・？
社協（社会福祉協議会）とは社会福祉法第109条に定
められている「地域福祉の推進を図ることを目的とす
る団体」です。全国・都道府県・市町村に設置され、地
域住民や社会福祉関係者の参加により、地域の福祉推
進の中核としての役割を担い、さまざまな活動を行っ
ている非営利の社会福祉法人の民間組織です。
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社会福祉法人　夢工房
〒659-0095　芦屋市東芦屋町6-10

芦屋市内で3か所の保育園を運営しております。
通常保育の他に英語教室・体操教室・チアリーディング等を行っております。

山手夢保育園（芦屋市東芦屋町6-10）
浜風夢保育園（芦屋市浜風町1-1）
夢　咲保育園（芦屋市春日町21-8）

①縦、横の列すべてに1～9の
数字がひとつずつ入ります。
②太線で囲まれた3×3のブロ
ック（全部で9つ）にも1～9の
数字が1つずつ入ります。

アとイのマスに入った数字の引き算
（アーイ）の答えはいくつでしょう？
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①答え　②住所　③氏名　④電話番号　⑤年齢
⑥紙面のご感想　をご記入の上、
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9  芦屋市社協
「クイズ」係までご応募ください。（5月末日必着）　
【Eメール可　件名に「クイズ回答」と書いてください】
前号（1月号）クイズの正解は【問1】1 （1×1）
【問2】①こま、②でぞめしき、③むつき　でした。
多数ご応募いただきありがとうございました。
応募いただいた正解者の中から抽選で20名の方
に500円の図書カードをプレゼントいたします。
当選者の発表は、図書カードの発送をもって替えさ
せていただきます。

はがきに
（問1、問2 いずれでもかまいません）

〔広告〕

クイズ回答者紙面感想より
松浜町の地域福祉活動のように各地域での具体的な
活動を紹介されると、一地域の住民としては参考に
なります。

問　題

ルール

応募要領

問1 ナンプレ問1 ナンプレ

問2 漢　　字問2 漢　　字

●時　間：10：30～11：30
●場　所：保健福祉センター1階　高齢者交流室
●対　象：60歳以上　　●参加費：100円　　●材料費：別途　　●定　員：15名
●キャンセル：開催前日までに電話連絡をお願いします。なお、当日のキャンセルは
　　　　　　　参加・材料費を頂戴いたしますので、予めご承知おきください。
●申込み：上記申込み開始の9：00～　TEL：0797－32－7530（先着順）

申込み開始実施日 プログラム 指　導

こけ玉 西田香織氏 5月1日（木）5月9日（金）

まくらめ・スヌーピーとお花 小村貴子氏 5月1日（木）5月23日（金）

いきいきアートを楽しみましょう 郡司みはる氏 6月2日（月）6月13日（金）

まくらめ・厄除け人形 小村貴子氏 6月2日（月）6月27日（金）

ワンコインサロンワンコインサロン

朝日ヶ丘地区福祉委員会　代表　浅田　廣子

朝日ヶ丘地区福祉委員会の取り組みについて朝日ヶ丘地区福祉委員会の取り組みについて
各地区福祉委員会コーナー各地区福祉委員会コーナー各地区福祉委員会コーナー

エントランスコンサート
●場　所：保健福祉センター　エントランスホール
・4月27日（日）14時～　津軽三味線＆ピアノ
　　出演：高橋 竹仙 ・ 横田 ちさと
・5月25日（日）14時～　声楽＆ピアノ
　　出演：DOLCE
・6月22日（日）14時～　ヴァイオリン＆チェロ＆ピアノ
　　出演：A－Klangピアノトリオ
●お問い合わせ：福祉センター　TEL：0797－31－0612

若宮町自治会　会長
細谷　昌巳若宮町の地域福祉活動

　若宮町は307世帯、649人、自治会入会率87％のこじんまりとした町です。若宮町は独自の法律のある街で都市計画

法に準ずる「地区計画」を定め、同時に若宮町民憲章を定めています。「人と環境に優しいふれあいのある街」「安心・

安全な住環境のある街」「便利で魅力的な快適環境のある街」住民の総意をもってコミュニティーのある街づくりを目

指しています。

　町内には自治会、老人会、福祉委員会、子供会、打出商店会等の団体があり、各々その目的に沿った活動を展開され

ています。自治会は、夏祭り、秋祭り、町民旅行、餅つき大会、毎月の町内清掃、毎日の町内パトロール、防災・防犯の啓発・

訓練、登下校見守り等活動は目白押し、老人会は毎月1回以上のふれあい活動（食事会、ゲーム大会、カラオケ大会等）

を展開しております。福祉委員会では、毎月イベント（お茶会・折り紙教室等）を企画し、引きこもりがちな人たちを

ふれあいの場にお誘いし、一生懸命に活動されています。また、

子供会も学校と連携してコミスク活動、子育て応援、運動会、

文化祭活動など地域との交流を促進しています。

　2年前に発足した「わかみや倶楽部」の活動は、前述の各々

の団体の活動で、相互協力できる行事を一本化し、予算面・人

手の面でも助け合いして団体間の意思の疎通を図り、住民との

ふれあいの機会を増やす目的の組織であります。大きな災害に

対処するには、より一層の住民間のふれあい・助け合いが重要

性を増すだけに、今後は福祉に限らず、更なる活動の新展開を

関係者一同、図っていきたいと思っています。

　平成25年度の共同募金・歳末たすけあい募金は、寄付者の皆様をはじめ、共
同募金委員の皆様や多くの関係機関・団体の皆様方のお力により、無事に終了
いたしました。
　平成25年度のスローガンである、「やさしさが　必ずとどく　赤い羽根」に向
かって募金運動を活発に実施できましたことを心より厚くお礼申し上げます。
　一般募金につきましては、実績額9,496,535円の約80％が、平成26年度に芦
屋市社会福祉協議会の活動費として配分され、「高齢者のつどい」や「地区福祉
委員会活動」、「ボランティア講座の開催」など地域・在宅福祉推進のために活
用されることになります。残りは、県内の施設や団体に配分されます。
　また、歳末たすけあい募金につきましては、実績額1,428,839円が社会福祉協議会の歳末たすけあい運動として「福祉施設」
や「経済的に支援が必要な世帯」等へ配分をさせていただきました。
　今後も安心して暮らせる地域づくりのために一層の努力をしてまいりますので、ご支援、ご協力をどうぞ宜しくお願いい
たします。 芦屋市共同募金委員会

共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力ありがとうございました
共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力ありがとうございました

～自動車税についてのお願い～～自動車税についてのお願い～

自動車税の納期限は6月2日（月）です。
○障がいのある方へのお知らせ
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保健
福祉手帳をお持ちの方（等級や使用状況等に一定の条件があり
ます）に対する自動車税・自動車取得税の減免制度があります。
※お問い合わせは、県税事務所（0798-39-6113）まで 

－兵庫県・阪神南県民局西宮県税事務所－

問　題 矢印の方向に共通する漢字を入れ
てください。
会
↓

①
↓

会

公→　　　→交

妥
↓

②
↓

力

議←　　　→定

総額 10,925,374円総額 10,925,374円総額 10,925,374円総額 10,925,374円

「ストップ・ザ・無縁社会」地域フォーラム「ストップ・ザ・無縁社会」地域フォーラム
～地域での見まもり、つながり、たすけあい～～地域での見まもり、つながり、たすけあい～

　朝日ヶ丘地区は、東山町と朝日ヶ丘町合同で、
民生児童委員7名、福祉推進委員14名の計21名で
活動しています。
　奇数月に福祉委員会を開催し、色々な議題を呈
し、情報交換をしています。
　また、毎月1回生きがいデイサービスを開催し、
“気功”や“ちぎり絵”、“寄せ植え”など、各チーム
が責任をもって取り組んでいます。
　大きな行事として年3回「お花見会」、「各町のお食事会」、「クリスマス会」があり、
大勢の方々にご参加いただき、楽しんでいただいています。
　2013年11月時点の芦屋市の高齢化率は、25.39％となりました。超高齢社会にお
いて、より「見守り　つながり　支え合う」地域づくりに取り組んでまいりたいと思
います。

　もう一度「つながり」の大切さを見直
し、支え合い社会をつくるため、3月6
日に福祉センターで開催いたしました。
　笑福亭鶴笑氏の講演と4人による座談
会には、170人の参加がありました。
　以前、ウエストマウンテンさんが言わ

れていた『「夜の星」と「ほたるのひかり」、どちらも一粒の砂のよ
うに、とても小さな輝きで、見ようとしなければ、見えてこない、
気づこうとしなければ気づけない』との言葉が今回のテーマが抱え
る問題と似ているなと思い出しました。このストップ・ザ・無縁社
会地域フォーラムは来年度も実施予定です。
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ボランティア活動センターコーナーボランティア活動センターコーナー

社会福祉協議会へのご寄付ありがとうございました
2／5　12,786円  レストラウンジふくちゃん
2／19　3,000円  池田恵美子

2/27　10,000円  岩本　康雄
3/28　10,000円  コープデイズ芦屋 福祉サークル

社協会費へのご協力ありがとうございました
会員 686名（1,224,000円）
※掲載希望者のみ （2013年12月1日～2014年3月31日現在）

普通会員 558名（金額621,000円）
期間中に加入した人数（12）
平澤　ちゑ子　　池田　真佐枝
本炭　博美

団体会員 80団体（金額259,000円）
期間中に加入した団体（3）
図書館友の会　　楠町自治会 

賛助会員　15名（金額20,000円）
特別会員34名（金額327,000円）
期間中に加入した人数（2）
芦屋市シルバー人材センター
社会福祉法人　夢工房

平成26年度兵庫県ボランティア・
市民活動災害共済
兵庫県ボランティア・市民活動災害共済は、加入された方
が日本国内においてボランティア活動中（往復途上を含む）
の万が一の事故に備えていただくためのものです。傷害給
付金、賠償責任給付金、死亡見舞金が支払われます。
●掛　金：1名につき500円
●補償期間：社協窓口で受け付け翌日から平成27年3月31日まで

兵庫県ボランティア活動等行事用保険
兵庫県ボランティア活動等行事用保険は、国内において「ボ
ランティアグループやNPO法人などの市民活動団体」が
主催者となる行事活動中の、ボランティアスタッフや参加
者のケガおよび主催者が賠償責任を負った場合に備えてい
ただくためのものです。
●保険料：1行事の参加者1名につき50円～（20名以上が必要）
　　宿泊の有無、行事内容により、保険料が決まります。
※行事開催予定日の1週間前までに手続きをお願いい
たします。

●お問い合わせ：社協ボランティア活動センター
　　　　　　　　TEL：0797－32－7525

　目に障がいのある人のために文字を点字に書き直す作業を
『点訳』といい、点訳をしていただけるボランティアを養成す
る講座を開催します。初めて点字を体験する方、興味のある方
は是非ご参加ください。 
●日　時：平成26年5月8日（木）から7月10日（木）
　　　　　10：00～12：00　毎週木曜日　全10回
●場　所：保健福祉センター 2階　団体会議室2
●定　員：20名
●費　用：1,500円（社協会員500円）
　　　　　テキスト代、別途必要
●申込み：社協ボランティア活動センター
　　　　　TEL：0797－32－7525

加
入
受
付
中

芦屋市ファミリー・サポート・センター
●日　時：5月12日（月）、14日（水）、16日（金）、19日（月）、
　　　　　21日（水）　おおむね9：30～ 11：30
●場　所：保健福祉センター 3階　会議室1
●対　象：協力会員として子育てに協力してくださる方、講座をす

べて受講可能な方
●内　容：子どもの発達と健康・遊び・栄養・応急処置・事例など
●参加費：無料　　●定員：40名
●託　児：先着10名　生後6ヶ月～　1回200円
●申し込み受付：4月14日（月）からお電話で受付、定員になり次第

締め切り
●申込み・お問い合わせ先：芦屋市ファミリー・サポート・センター
　　　　　　　　　　　　TEL：0797－25－0521

協力会員養成講座協力会員養成講座

遺言の日 記念講演・無料法律相談会
●日　時：4月22日（火）13：30～ 16：30
●場　所：ラポルテホール本館3階
●講　演：わかりやすい遺言の話 
●費　用：無料
●お問い合わせ・事前予約（遺言の法律相談のみ）
　兵庫県弁護士会阪神支部　TEL：06－4869－7611

点訳ボランティア養成講座

　専門の相談員が、様々な相談に対応しながら、必要に応じて
各専門機関に繋ぎます。「困っているけど、どこに相談したら
いいの？」「通りかかったついでに聞いてみたいんだけど」等
…日常生活の悩み、心配事、そのままお話しください。
　ご予約なしで、お気軽にご相談ください。相談は無料です。
秘密は厳守いたします。
－福祉の総合相談窓口－

●時　間：月～金曜日　9：00～17：30（祝日除く）
●場　所：保健福祉センター　1階　総合相談窓口
●電　話：0797－31－0681
－まごのて出張相談－

●実施日：毎月第2・4金曜日　14：00～16：00（祝日除く）
●場　所：まごのて～打出いこいの場～　打出商店街内

　芦屋市社会福祉協議会では、芦屋市共同募金委員会と共同で実施し
ていた東日本大震災義援金募金箱の設置を中央共同募金会の募集終了
に基づき、平成26年3月末にて終了いたしました。合計3,017,551円
を送金いたしました。ご協力ありがとうございました。なお、日本赤
十字社では、平成27年3月末まで募集を行っております。

 重点目標 1  だれもが安心して暮らせる地域づくりをめざします （小地域福祉活動の推進）

●地区福祉委員会活動
　民生児童委員と福祉推進委員で構成する9地区の福祉委員会で、
ひとりぐらし高齢者等への声かけ、見まもり、つどいの開催、地
区生きがいデイサービス事業を実施します。また、福祉推進委員
の研修を充実していきます。
●地域発信型ネットワークの推進
　今年度は、ネットワークの改編に伴い、新たなネットワークが
スタートします。「小地域福祉ブロック会議」、「中学校区福祉ネッ
トワーク会議」を通じて地域福祉への理解と実践に取り組みます。
●安心生活基盤構築事業
　厚生労働省のモデル事業で新たな「安心生活基盤構築事業」は、
制度横断的な相談支援体制の構築のため、地域における相談を充
実させるとともに、地域発信型ネットワークとの連動や、協力事
業者との連携を通じて、地域で援助を必要とする人の把握を行い、
生活支援のための社会資源の開発を行います。

 重点目標 2  多くの人がボランティア活動につながる「しかけ」 づくりをします（ボランティア活動支援）

●ボランティア活動センター事業
　福祉センター2階のボランティア活動センターを拠点として、ボ
ランティア養成講座・体験教室の開催やボランティアに関する相
談に対応し、活動のコーディネートを行います。
　　ボランティアグループへの助成を行い、活動を支援します。
●福祉体験学習の推進
　学校へのボランティア講師の派遣や体験機材の貸出を通して、
福祉体験学習を推進します。地域住民に、認知症についての理解
を広める「認知症サポーター養成講座」を、各事業所や商店に向
けても開催できるよう呼びかけを行います。
●災害ボランティアセンターの設置・運営
　平成25年度に作成した設置マニュアルに基づき、備品調達を行
い災害時に備えるとともに、災害発生時にはボランティアセンタ
ーを設置します。

 重点目標 3  弱い立場に置かれている方を支える取り組み 
を推進します（権利擁護活動の推進）

●権利擁護支援センター
　権利擁護の総合相談窓口として、虐待、消費者被害、
財産・金銭管理、成年後見制度利用等の相談に対応し
ます。また、地域住民向けに権利擁護に関する啓発を
行い、権利擁護支援のネットワークづくりを進めます。
●福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）
　福祉サービスの利用や日常の金銭管理が難しくなっ
てきた高齢者や知的障がい者、精神障がい者の方へ生
活支援員が訪問し、お手伝いをします。
　利用者にかかわる福祉関係者と連携しながら、相談
から契約までを専門員が担い、利用者の自立生活を支
援します。
●相談事業の推進
　障がい者の相談支援の拠点として、基幹相談支援セ
ンターを設置するとともに、福祉センターでの総合相
談窓口、障がい者相談支援事業、民生児童委員宅が窓
口の「心配ごと相談」、コミュニティソーシャルワーカ
ーによる相談支援を推進し、地域の困りごとに専門相
談機関と連携して対応にあたります。

平成26年度は、新規事業として、「安心生活基盤構築事業の実施」「基幹
相談支援センターの設置」を行い、また「地域発信型ネットワーク」が
改編により新たなネットワークとしてスタートします。その他にも、基
本目標である「誰もがその人らしく住み慣れた地域で、いつまでもいき
いきと安心して暮らせるまちをめざす」ために、下記の事業を実施します。

 重点目標 4  地域での支え合いにつながるためのサービスを実施します （サービスの提供）

●移送サービス事業
　車いすを利用する高齢者、障がい者の外出支援を運転ボランテ
ィアの協力で実施します。
●ファミリー・サポート・センター事業
　子どもを預ける依頼会員と預かる協力会員による子育て支援の
相互援助活動のコーディネートを行い、事業を推進します。協力
会員を養成するための講座や登録会員同士の研修・交流のため、
地区別交流会や講座を開催します。
●障がい児日中一時支援事業
　障がい児の放課後の居場所づくりとして、夕方までの時間や、
学校の夏休みの午後に活動できる場所を提供していきます。
●生きがいづくり活動
　「ワンコインサロン」を福祉センターの高齢者交流室で、作品づ
くり、懇談、体操などの内容で開催します。調理室では、70歳以
上の方を対象に芦屋いずみ会の調理による会食懇談会を開催しま
す。また、しょうがい者スポーツ交流ひろばを運動室で実施し、
障がいのある方もない方も楽しめるメニューで交流を図ります。
●生活福祉資金貸付事業
　兵庫県社協が実施する「生活福祉資金貸付事業」では、低所得世帯、
障がい者世帯に対し、一時的な費用や学費の貸付、失業中の方に対し
ての求職中の生活費の貸付による自立生活支援を行います。芦屋市社
協独自資金として、緊急対応のための小口貸付制度を実施します。

 重点目標 5  社会福祉協議会の基盤（組織）を強化します

　社協は地域福祉を推進する中核的存在であることを意識し、社
協運営にあたります。また、住民の立場に寄り添って、関係機関
と連携調整を行う職員の専門性の強化を図ります。自主財源づく
りとして、社協活動のPRを行い、「会員会費制度」の理解を広めます。
共同募金配分金については、事業への効率的な活用を推進します。
また、「社協だより」を地区福祉委員会が自治会等の協力を得て、
各戸に配布し、住民への情報提供を行います。

◇収入の部 （単位　千円）

勘　定　科　目 法人運営事業 地域在宅福祉事業 共同募金配分金事業
サービス区分

障害者福祉事業 合　　　　計

当期資金収支差額 2,631 ＋ 前期末支払資金残高 29,334 ＝ 当期末支払資金残高 31,965（単位  千円）

平成26年度資金収支予算

平成26年度
事業計画
平成26年度
事業計画 受講生募 集！

　協力会員として子育てに協力してくださる方を
募集しています。

　“夕方の保育所への迎えと預かり”や“おけいこへ
の送迎”“外出時の預かり”など、二ーズにあわせて
活動していただきます。『子どもが好き！』『子育
ての経験を活かして何か始めてみたい！』という
方は、是非、ご参加ください。お待ちしています。

福祉相談窓口のご案内福祉相談窓口のご案内福祉相談窓口のご案内福祉相談窓口のご案内

あなたのやさしさ・
あなたのパワーを子育て支援に!!

東日本大震災義援金 募金箱終了のお知らせ東日本大震災義援金 募金箱終了のお知らせ東日本大震災義援金 募金箱終了のお知らせ
会 費 収 入 400 900 0 300 1,600
寄　附　金　収　入 200 50 0 0 250
経常経費補助金収入 40,564 11,990 9,175 0 61,729
受　託　金　収　入 0 46,627 0 0 46,627
事 業 収 入 60 480 0 0 540
障害福祉サービス等事業収入 0 0 0 18,566 18,566
受取利息配当金収入 2,437 196 0 200 2,833
そ の 他 の 収 入 250 0 0 0 250
合　　　　　　　計 43,911 60,243 9,175 19,066 132,395

◇支出の部 （単位　千円）

勘　定　科　目 法人運営事業 地域在宅福祉事業 共同募金配分金事業
サービス区分

障害者福祉事業 合　　　　計
人　件　費　支　出 37,722 49,478 0 14,640 101,840
事　業　費　支　出 0 9,084 4,210 3,452 16,746
事　務　費　支　出 1,742 218 0 18 1,978
貸 付 事 業 支 出 0 500 0 0 500
分　担　金　支　出 69 0 0 0 69
助　成　金　支　出 60 30 4,925 0 5,015
負　担　金　支　出 523 0 40 0 563
その他の活動による支出 1,822 399 0 332 2,553
予　備　費　支　出 500 0 0 0 500
合　　　　　　　計 42,438 59,709 9,175 18,442 129,764
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ボランティア活動センターコーナーボランティア活動センターコーナー

社会福祉協議会へのご寄付ありがとうございました
2／5　12,786円  レストラウンジふくちゃん
2／19　3,000円  池田恵美子

2/27　10,000円  岩本　康雄
3/28　10,000円  コープデイズ芦屋 福祉サークル

社協会費へのご協力ありがとうございました
会員 686名（1,224,000円）
※掲載希望者のみ （2013年12月1日～2014年3月31日現在）

普通会員 558名（金額621,000円）
期間中に加入した人数（12）
平澤　ちゑ子　　池田　真佐枝
本炭　博美

団体会員 80団体（金額259,000円）
期間中に加入した団体（3）
図書館友の会　　楠町自治会 

賛助会員　15名（金額20,000円）
特別会員34名（金額327,000円）
期間中に加入した人数（2）
芦屋市シルバー人材センター
社会福祉法人　夢工房

平成26年度兵庫県ボランティア・
市民活動災害共済
兵庫県ボランティア・市民活動災害共済は、加入された方
が日本国内においてボランティア活動中（往復途上を含む）
の万が一の事故に備えていただくためのものです。傷害給
付金、賠償責任給付金、死亡見舞金が支払われます。
●掛　金：1名につき500円
●補償期間：社協窓口で受け付け翌日から平成27年3月31日まで

兵庫県ボランティア活動等行事用保険
兵庫県ボランティア活動等行事用保険は、国内において「ボ
ランティアグループやNPO法人などの市民活動団体」が
主催者となる行事活動中の、ボランティアスタッフや参加
者のケガおよび主催者が賠償責任を負った場合に備えてい
ただくためのものです。
●保険料：1行事の参加者1名につき50円～（20名以上が必要）
　　宿泊の有無、行事内容により、保険料が決まります。
※行事開催予定日の1週間前までに手続きをお願いい
たします。

●お問い合わせ：社協ボランティア活動センター
　　　　　　　　TEL：0797－32－7525

　目に障がいのある人のために文字を点字に書き直す作業を
『点訳』といい、点訳をしていただけるボランティアを養成す
る講座を開催します。初めて点字を体験する方、興味のある方
は是非ご参加ください。 
●日　時：平成26年5月8日（木）から7月10日（木）
　　　　　10：00～12：00　毎週木曜日　全10回
●場　所：保健福祉センター 2階　団体会議室2
●定　員：20名
●費　用：1,500円（社協会員500円）
　　　　　テキスト代、別途必要
●申込み：社協ボランティア活動センター
　　　　　TEL：0797－32－7525

加
入
受
付
中

芦屋市ファミリー・サポート・センター
●日　時：5月12日（月）、14日（水）、16日（金）、19日（月）、
　　　　　21日（水）　おおむね9：30～ 11：30
●場　所：保健福祉センター 3階　会議室1
●対　象：協力会員として子育てに協力してくださる方、講座をす

べて受講可能な方
●内　容：子どもの発達と健康・遊び・栄養・応急処置・事例など
●参加費：無料　　●定員：40名
●託　児：先着10名　生後6ヶ月～　1回200円
●申し込み受付：4月14日（月）からお電話で受付、定員になり次第

締め切り
●申込み・お問い合わせ先：芦屋市ファミリー・サポート・センター
　　　　　　　　　　　　TEL：0797－25－0521

協力会員養成講座協力会員養成講座

遺言の日 記念講演・無料法律相談会
●日　時：4月22日（火）13：30～ 16：30
●場　所：ラポルテホール本館3階
●講　演：わかりやすい遺言の話 
●費　用：無料
●お問い合わせ・事前予約（遺言の法律相談のみ）
　兵庫県弁護士会阪神支部　TEL：06－4869－7611

点訳ボランティア養成講座

　専門の相談員が、様々な相談に対応しながら、必要に応じて
各専門機関に繋ぎます。「困っているけど、どこに相談したら
いいの？」「通りかかったついでに聞いてみたいんだけど」等
…日常生活の悩み、心配事、そのままお話しください。
　ご予約なしで、お気軽にご相談ください。相談は無料です。
秘密は厳守いたします。
－福祉の総合相談窓口－

●時　間：月～金曜日　9：00～17：30（祝日除く）
●場　所：保健福祉センター　1階　総合相談窓口
●電　話：0797－31－0681
－まごのて出張相談－

●実施日：毎月第2・4金曜日　14：00～16：00（祝日除く）
●場　所：まごのて～打出いこいの場～　打出商店街内

　芦屋市社会福祉協議会では、芦屋市共同募金委員会と共同で実施し
ていた東日本大震災義援金募金箱の設置を中央共同募金会の募集終了
に基づき、平成26年3月末にて終了いたしました。合計3,017,551円
を送金いたしました。ご協力ありがとうございました。なお、日本赤
十字社では、平成27年3月末まで募集を行っております。

 重点目標 1  だれもが安心して暮らせる地域づくりをめざします （小地域福祉活動の推進）

●地区福祉委員会活動
　民生児童委員と福祉推進委員で構成する9地区の福祉委員会で、
ひとりぐらし高齢者等への声かけ、見まもり、つどいの開催、地
区生きがいデイサービス事業を実施します。また、福祉推進委員
の研修を充実していきます。
●地域発信型ネットワークの推進
　今年度は、ネットワークの改編に伴い、新たなネットワークが
スタートします。「小地域福祉ブロック会議」、「中学校区福祉ネッ
トワーク会議」を通じて地域福祉への理解と実践に取り組みます。
●安心生活基盤構築事業
　厚生労働省のモデル事業で新たな「安心生活基盤構築事業」は、
制度横断的な相談支援体制の構築のため、地域における相談を充
実させるとともに、地域発信型ネットワークとの連動や、協力事
業者との連携を通じて、地域で援助を必要とする人の把握を行い、
生活支援のための社会資源の開発を行います。

 重点目標 2  多くの人がボランティア活動につながる「しかけ」 づくりをします（ボランティア活動支援）

●ボランティア活動センター事業
　福祉センター2階のボランティア活動センターを拠点として、ボ
ランティア養成講座・体験教室の開催やボランティアに関する相
談に対応し、活動のコーディネートを行います。
　　ボランティアグループへの助成を行い、活動を支援します。
●福祉体験学習の推進
　学校へのボランティア講師の派遣や体験機材の貸出を通して、
福祉体験学習を推進します。地域住民に、認知症についての理解
を広める「認知症サポーター養成講座」を、各事業所や商店に向
けても開催できるよう呼びかけを行います。
●災害ボランティアセンターの設置・運営
　平成25年度に作成した設置マニュアルに基づき、備品調達を行
い災害時に備えるとともに、災害発生時にはボランティアセンタ
ーを設置します。

 重点目標 3  弱い立場に置かれている方を支える取り組み 
を推進します（権利擁護活動の推進）

●権利擁護支援センター
　権利擁護の総合相談窓口として、虐待、消費者被害、
財産・金銭管理、成年後見制度利用等の相談に対応し
ます。また、地域住民向けに権利擁護に関する啓発を
行い、権利擁護支援のネットワークづくりを進めます。
●福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）
　福祉サービスの利用や日常の金銭管理が難しくなっ
てきた高齢者や知的障がい者、精神障がい者の方へ生
活支援員が訪問し、お手伝いをします。
　利用者にかかわる福祉関係者と連携しながら、相談
から契約までを専門員が担い、利用者の自立生活を支
援します。
●相談事業の推進
　障がい者の相談支援の拠点として、基幹相談支援セ
ンターを設置するとともに、福祉センターでの総合相
談窓口、障がい者相談支援事業、民生児童委員宅が窓
口の「心配ごと相談」、コミュニティソーシャルワーカ
ーによる相談支援を推進し、地域の困りごとに専門相
談機関と連携して対応にあたります。

平成26年度は、新規事業として、「安心生活基盤構築事業の実施」「基幹
相談支援センターの設置」を行い、また「地域発信型ネットワーク」が
改編により新たなネットワークとしてスタートします。その他にも、基
本目標である「誰もがその人らしく住み慣れた地域で、いつまでもいき
いきと安心して暮らせるまちをめざす」ために、下記の事業を実施します。

 重点目標 4  地域での支え合いにつながるためのサービスを実施します （サービスの提供）

●移送サービス事業
　車いすを利用する高齢者、障がい者の外出支援を運転ボランテ
ィアの協力で実施します。
●ファミリー・サポート・センター事業
　子どもを預ける依頼会員と預かる協力会員による子育て支援の
相互援助活動のコーディネートを行い、事業を推進します。協力
会員を養成するための講座や登録会員同士の研修・交流のため、
地区別交流会や講座を開催します。
●障がい児日中一時支援事業
　障がい児の放課後の居場所づくりとして、夕方までの時間や、
学校の夏休みの午後に活動できる場所を提供していきます。
●生きがいづくり活動
　「ワンコインサロン」を福祉センターの高齢者交流室で、作品づ
くり、懇談、体操などの内容で開催します。調理室では、70歳以
上の方を対象に芦屋いずみ会の調理による会食懇談会を開催しま
す。また、しょうがい者スポーツ交流ひろばを運動室で実施し、
障がいのある方もない方も楽しめるメニューで交流を図ります。
●生活福祉資金貸付事業
　兵庫県社協が実施する「生活福祉資金貸付事業」では、低所得世帯、
障がい者世帯に対し、一時的な費用や学費の貸付、失業中の方に対し
ての求職中の生活費の貸付による自立生活支援を行います。芦屋市社
協独自資金として、緊急対応のための小口貸付制度を実施します。

 重点目標 5  社会福祉協議会の基盤（組織）を強化します

　社協は地域福祉を推進する中核的存在であることを意識し、社
協運営にあたります。また、住民の立場に寄り添って、関係機関
と連携調整を行う職員の専門性の強化を図ります。自主財源づく
りとして、社協活動のPRを行い、「会員会費制度」の理解を広めます。
共同募金配分金については、事業への効率的な活用を推進します。
また、「社協だより」を地区福祉委員会が自治会等の協力を得て、
各戸に配布し、住民への情報提供を行います。

◇収入の部 （単位　千円）

勘　定　科　目 法人運営事業 地域在宅福祉事業 共同募金配分金事業
サービス区分

障害者福祉事業 合　　　　計

当期資金収支差額 2,631 ＋ 前期末支払資金残高 29,334 ＝ 当期末支払資金残高 31,965（単位  千円）

平成26年度資金収支予算

平成26年度
事業計画
平成26年度
事業計画 受講生募 集！

　協力会員として子育てに協力してくださる方を
募集しています。

　“夕方の保育所への迎えと預かり”や“おけいこへ
の送迎”“外出時の預かり”など、二ーズにあわせて
活動していただきます。『子どもが好き！』『子育
ての経験を活かして何か始めてみたい！』という
方は、是非、ご参加ください。お待ちしています。

福祉相談窓口のご案内福祉相談窓口のご案内福祉相談窓口のご案内福祉相談窓口のご案内

あなたのやさしさ・
あなたのパワーを子育て支援に!!

東日本大震災義援金 募金箱終了のお知らせ東日本大震災義援金 募金箱終了のお知らせ東日本大震災義援金 募金箱終了のお知らせ
会 費 収 入 400 900 0 300 1,600
寄　附　金　収　入 200 50 0 0 250
経常経費補助金収入 40,564 11,990 9,175 0 61,729
受　託　金　収　入 0 46,627 0 0 46,627
事 業 収 入 60 480 0 0 540
障害福祉サービス等事業収入 0 0 0 18,566 18,566
受取利息配当金収入 2,437 196 0 200 2,833
そ の 他 の 収 入 250 0 0 0 250
合　　　　　　　計 43,911 60,243 9,175 19,066 132,395

◇支出の部 （単位　千円）

勘　定　科　目 法人運営事業 地域在宅福祉事業 共同募金配分金事業
サービス区分

障害者福祉事業 合　　　　計
人　件　費　支　出 37,722 49,478 0 14,640 101,840
事　業　費　支　出 0 9,084 4,210 3,452 16,746
事　務　費　支　出 1,742 218 0 18 1,978
貸 付 事 業 支 出 0 500 0 0 500
分　担　金　支　出 69 0 0 0 69
助　成　金　支　出 60 30 4,925 0 5,015
負　担　金　支　出 523 0 40 0 563
その他の活動による支出 1,822 399 0 332 2,553
予　備　費　支　出 500 0 0 0 500
合　　　　　　　計 42,438 59,709 9,175 18,442 129,764
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社協だよりは、福祉推進委員、民生児童委員、自治会等の協力を得て配布しています。
赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

社協とは・・・？
社協（社会福祉協議会）とは社会福祉法第109条に定
められている「地域福祉の推進を図ることを目的とす
る団体」です。全国・都道府県・市町村に設置され、地
域住民や社会福祉関係者の参加により、地域の福祉推
進の中核としての役割を担い、さまざまな活動を行っ
ている非営利の社会福祉法人の民間組織です。

発　行

社会福祉法人　芦屋市社会福祉協議会
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9
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発　行

社会福祉法人　芦屋市社会福祉協議会
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9

TEL0797（32）7530　 FAX0797（32）7529

社会福祉法人　夢工房
〒659-0095　芦屋市東芦屋町6-10

芦屋市内で3か所の保育園を運営しております。
通常保育の他に英語教室・体操教室・チアリーディング等を行っております。

山手夢保育園（芦屋市東芦屋町6-10）
浜風夢保育園（芦屋市浜風町1-1）
夢　咲保育園（芦屋市春日町21-8）

①縦、横の列すべてに1～9の
数字がひとつずつ入ります。
②太線で囲まれた3×3のブロ
ック（全部で9つ）にも1～9の
数字が1つずつ入ります。

アとイのマスに入った数字の引き算
（アーイ）の答えはいくつでしょう？

3 4
7

5

2 3

132

3

7 2 98

1 4
6 1 7
7

86

イ

ア6 1 2
65

①答え　②住所　③氏名　④電話番号　⑤年齢
⑥紙面のご感想　をご記入の上、
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9  芦屋市社協
「クイズ」係までご応募ください。（5月末日必着）　
【Eメール可　件名に「クイズ回答」と書いてください】
前号（1月号）クイズの正解は【問1】1 （1×1）
【問2】①こま、②でぞめしき、③むつき　でした。
多数ご応募いただきありがとうございました。
応募いただいた正解者の中から抽選で20名の方
に500円の図書カードをプレゼントいたします。
当選者の発表は、図書カードの発送をもって替えさ
せていただきます。

はがきに
（問1、問2 いずれでもかまいません）

〔広告〕

クイズ回答者紙面感想より
松浜町の地域福祉活動のように各地域での具体的な
活動を紹介されると、一地域の住民としては参考に
なります。

問　題

ルール

応募要領

問1 ナンプレ問1 ナンプレ

問2 漢　　字問2 漢　　字

●時　間：10：30～11：30
●場　所：保健福祉センター1階　高齢者交流室
●対　象：60歳以上　　●参加費：100円　　●材料費：別途　　●定　員：15名
●キャンセル：開催前日までに電話連絡をお願いします。なお、当日のキャンセルは
　　　　　　　参加・材料費を頂戴いたしますので、予めご承知おきください。
●申込み：上記申込み開始の9：00～　TEL：0797－32－7530（先着順）

申込み開始実施日 プログラム 指　導

こけ玉 西田香織氏 5月1日（木）5月9日（金）

まくらめ・スヌーピーとお花 小村貴子氏 5月1日（木）5月23日（金）

いきいきアートを楽しみましょう 郡司みはる氏 6月2日（月）6月13日（金）

まくらめ・厄除け人形 小村貴子氏 6月2日（月）6月27日（金）

ワンコインサロンワンコインサロン

朝日ヶ丘地区福祉委員会　代表　浅田　廣子

朝日ヶ丘地区福祉委員会の取り組みについて朝日ヶ丘地区福祉委員会の取り組みについて
各地区福祉委員会コーナー各地区福祉委員会コーナー各地区福祉委員会コーナー

エントランスコンサート
●場　所：保健福祉センター　エントランスホール
・4月27日（日）14時～　津軽三味線＆ピアノ
　　出演：高橋 竹仙 ・ 横田 ちさと
・5月25日（日）14時～　声楽＆ピアノ
　　出演：DOLCE
・6月22日（日）14時～　ヴァイオリン＆チェロ＆ピアノ
　　出演：A－Klangピアノトリオ
●お問い合わせ：福祉センター　TEL：0797－31－0612

若宮町自治会　会長
細谷　昌巳若宮町の地域福祉活動

　若宮町は307世帯、649人、自治会入会率87％のこじんまりとした町です。若宮町は独自の法律のある街で都市計画

法に準ずる「地区計画」を定め、同時に若宮町民憲章を定めています。「人と環境に優しいふれあいのある街」「安心・

安全な住環境のある街」「便利で魅力的な快適環境のある街」住民の総意をもってコミュニティーのある街づくりを目

指しています。

　町内には自治会、老人会、福祉委員会、子供会、打出商店会等の団体があり、各々その目的に沿った活動を展開され

ています。自治会は、夏祭り、秋祭り、町民旅行、餅つき大会、毎月の町内清掃、毎日の町内パトロール、防災・防犯の啓発・

訓練、登下校見守り等活動は目白押し、老人会は毎月1回以上のふれあい活動（食事会、ゲーム大会、カラオケ大会等）

を展開しております。福祉委員会では、毎月イベント（お茶会・折り紙教室等）を企画し、引きこもりがちな人たちを

ふれあいの場にお誘いし、一生懸命に活動されています。また、

子供会も学校と連携してコミスク活動、子育て応援、運動会、

文化祭活動など地域との交流を促進しています。

　2年前に発足した「わかみや倶楽部」の活動は、前述の各々

の団体の活動で、相互協力できる行事を一本化し、予算面・人

手の面でも助け合いして団体間の意思の疎通を図り、住民との

ふれあいの機会を増やす目的の組織であります。大きな災害に

対処するには、より一層の住民間のふれあい・助け合いが重要

性を増すだけに、今後は福祉に限らず、更なる活動の新展開を

関係者一同、図っていきたいと思っています。

　平成25年度の共同募金・歳末たすけあい募金は、寄付者の皆様をはじめ、共
同募金委員の皆様や多くの関係機関・団体の皆様方のお力により、無事に終了
いたしました。
　平成25年度のスローガンである、「やさしさが　必ずとどく　赤い羽根」に向
かって募金運動を活発に実施できましたことを心より厚くお礼申し上げます。
　一般募金につきましては、実績額9,496,535円の約80％が、平成26年度に芦
屋市社会福祉協議会の活動費として配分され、「高齢者のつどい」や「地区福祉
委員会活動」、「ボランティア講座の開催」など地域・在宅福祉推進のために活
用されることになります。残りは、県内の施設や団体に配分されます。
　また、歳末たすけあい募金につきましては、実績額1,428,839円が社会福祉協議会の歳末たすけあい運動として「福祉施設」
や「経済的に支援が必要な世帯」等へ配分をさせていただきました。
　今後も安心して暮らせる地域づくりのために一層の努力をしてまいりますので、ご支援、ご協力をどうぞ宜しくお願いい
たします。 芦屋市共同募金委員会

共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力ありがとうございました
共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力ありがとうございました

～自動車税についてのお願い～～自動車税についてのお願い～

自動車税の納期限は6月2日（月）です。
○障がいのある方へのお知らせ
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保健
福祉手帳をお持ちの方（等級や使用状況等に一定の条件があり
ます）に対する自動車税・自動車取得税の減免制度があります。
※お問い合わせは、県税事務所（0798-39-6113）まで 

－兵庫県・阪神南県民局西宮県税事務所－

問　題 矢印の方向に共通する漢字を入れ
てください。
会
↓

①
↓

会

公→　　　→交

妥
↓

②
↓

力

議←　　　→定

総額 10,925,374円総額 10,925,374円総額 10,925,374円総額 10,925,374円

「ストップ・ザ・無縁社会」地域フォーラム「ストップ・ザ・無縁社会」地域フォーラム
～地域での見まもり、つながり、たすけあい～～地域での見まもり、つながり、たすけあい～

　朝日ヶ丘地区は、東山町と朝日ヶ丘町合同で、
民生児童委員7名、福祉推進委員14名の計21名で
活動しています。
　奇数月に福祉委員会を開催し、色々な議題を呈
し、情報交換をしています。
　また、毎月1回生きがいデイサービスを開催し、
“気功”や“ちぎり絵”、“寄せ植え”など、各チーム
が責任をもって取り組んでいます。
　大きな行事として年3回「お花見会」、「各町のお食事会」、「クリスマス会」があり、
大勢の方々にご参加いただき、楽しんでいただいています。
　2013年11月時点の芦屋市の高齢化率は、25.39％となりました。超高齢社会にお
いて、より「見守り　つながり　支え合う」地域づくりに取り組んでまいりたいと思
います。

　もう一度「つながり」の大切さを見直
し、支え合い社会をつくるため、3月6
日に福祉センターで開催いたしました。
　笑福亭鶴笑氏の講演と4人による座談
会には、170人の参加がありました。
　以前、ウエストマウンテンさんが言わ

れていた『「夜の星」と「ほたるのひかり」、どちらも一粒の砂のよ
うに、とても小さな輝きで、見ようとしなければ、見えてこない、
気づこうとしなければ気づけない』との言葉が今回のテーマが抱え
る問題と似ているなと思い出しました。このストップ・ザ・無縁社
会地域フォーラムは来年度も実施予定です。


